
沖縄県ホテル旅館生活衛生同業組合　2023年（令和5年）１月２７日調べ
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新型コロナウイルス感染症による影響調査（集計結果）㊸

調査対象：３０４軒 うち回答： 24軒（回答率 7.9％）
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政府は、新型コロナウイルス感染症法上の位置づけについて、現在の「2類相当」から季節性インフルエンザと同じ「５類」に引き下げる方針と発表さ

れました。ようやく日常に戻る兆しへの期待と不安の中、今後の社会情勢や動向が気になります。

組合員のみなさまには毎月度重なる調査にご協力をいただいておりますが、現在の状況や今後の見込みについて皆様からの生の声をお聞かせくださ

い。今後の支援施策をしていくうえで貴重な資料として活用してまいりますので、お忙しいところ恐れいりますが、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

なお、集計データについては、数字のみ活用し、施設名は外部に公表いたしません。また、ホテル組合ではホームページに毎月実施している影響調査

の集計結果や関連情報を掲載しておりますのでご活用ください。

令和５年１月 沖縄県ホテル旅館生活衛生同業組合
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・ 人手不足に対する陳情（求人広告等への補助金等）高騰する電気料金等への陳情（値上げ分の給付金等）
既存施設の改修等への補助金創設のための陳情等。

インフルエンザがどうなるか不安である。

アジア以外の外国人受け入れの発信をお願いします。安心安全なアピールで修学旅行の受け入れキャラバ
ン隊を件に要請お願いします。人材不足の解消を早急に取組んでほしいです。継続的那覇とまーるの企画
をお願いします。

4月もまだまだ売上も上がっていない現状回復として全国旅行支援の延長か、それに代わる国の割引支援
策などが必要。

2.組合へのご意見ご要望

自由コメント

【那覇市】

沖縄彩発見のおかげで宿泊客が少しずつ戻ってきてますので良かったと思います。

1月・2月は、サッカーキャンプの受入と全国旅行支援の影響もあり、回復しつつある。インバウンドは、10月
以降徐々に、回復してきているが、直行便が19年並に復活しないと19年並の売上・稼働率までの回復厳し
い。

2月プロ野球キャンプがコロナ前の様な観覧対応に移行する部分が多くまた制限もないことから２月のみコロ
ナ前に近づく程の稼働率予測になる。1月・3月については全国旅行支援の恩恵はあまり感じられない。

【南部】

【中部】

本年の2月は全国旅行支援がある分、昨年より多少伸びたが、コロナ禍の前よりはまだまだ戻りが見えな
い。チェックイン時の割引対象の除外者の対応の負担があり事前に確認できる制度があると人員が少ない
時間でも負担軽減になる。

【離島】

旅行支援を受け稼働だ好調に推移しています。

全国旅国支援で稼働は戻ってきている。

1月は連休明けから全国旅行支援が再開されたが、２・３月の先行予約好調とは反し、１月はやや低調に推
移した。ただ、水際対策の緩和を受けて、いち早く韓国からの旅行需要が戻り、団体ツアーも催行率が40％
台まで回復した。
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